
第七号様式

貸 借 対 照 表

令和 6年 3月31日

法人名：学校法人帝南学園

区分名：法人全体 (単位 円)

資産の部

科 目 本 年 度 末 前 年 度 末 増 減

固定資産 5,669,463 833,948 4,835,515

有形固定資産 5,669,463 833,948 4,835,515

建物 2,273,255 0 2,273,255

教育研究用機器備品 2,680,734 639,908 2,040,826

管理用機器備品 715,474 194,040 521,434

特定資産 0 0 0

その他の固定資産 0 0 0

流動資産 43,496,396 27,387,841 16,108,555

現金預金 40,114,130 27,387,841 12,726,289

貯蔵品 1,633,266 0 1,633,266

前払金 1,749,000 0 1,749,000

資産の部合計 49,165,859 28,221,789 20,944,070



負債の部

科 目 本 年 度 末 前 年 度 末 増 減

固定負債 0 0 0

流動負債 28,109,985 11,724,709 16,385,276

未払金 5,648,159 4,615,999 1,032,160

前受金 22,126,477 6,702,670 15,423,807

預り金 335,349 406,040  70,691

負債の部合計 28,109,985 11,724,709 16,385,276

純資産の部

科 目 本 年 度 末 前 年 度 末 増 減

基本金 6,172,833 1,058,605 5,114,228

第１号基本金 6,172,833 1,058,605 5,114,228

繰越収支差額 14,883,041 15,438,475  555,434

翌年度繰越収支差額 14,883,041 15,438,475  555,434

純資産の部合計 21,055,874 16,497,080 4,558,794

負債及び純資産の部合計 49,165,859 28,221,789 20,944,070

注記

1.重要な会計方針

(1)引当金の計上基準

徴収不能引当金

…未収入金の徴収不能に備えるため、個別に見積もった徴収不能見込額を計上してい

る。

退職給与引当金

…該当なし。。

2.減価償却額の累計額の合計額 684,100 円

3.徴収不能引当金の合計額 0 円

4.担保に供されている資産の種類及び額

担保に供されている資産の種類及び額は、次のとおりである。

該当資産なし。

5.翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行うこととなる金額 180,730 円

6.当該会計年度の末日において第４号基本金に相当する資金を有していない場合のその旨と対策

第４号基本金に相当する資金を以下のとおり有していない。

学校法人会計基準第39条の規定により、第4号基本金の組入れはない。

7.その他財政及び経営の状況を正確に判断するために必要な事項 なし


